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52　六人部是香『挫魔慨論』( 東北大学附属図書館蔵 ) 巻之
一の附言。
53　三輪和平，注49に同じ。
54　六人部是香『篶能玉籤』一之巻，10～11丁，安政２年
（1855），（豊橋市立中央図書館蔵・旧羽田八幡宮文庫蔵）。
下線は筆者による。
55　山中浩之前掲論文（注10）参照。筆者もまた，「六人部
の関心は，道乃一言を著した頃から，神道思想に重きを置
く方向へと変わり，その契機の一つがペリー来航事件であ
ると述べた。
56　『日向国神蹟考』（宮崎県立図書館蔵）は嘉永５年９月17
日の年記がある。下線は筆者による。
57　『本居全集　首巻』（昭和３年，本居清造編，吉川弘文館）
に記載された本居大平の「教子名簿」（61頁）には，乙訓郡
の門人として「六人部縫殿　朝香」の名がみえるが，これ
が是香であるかどうかは不明である。
58　本居宣長記念館編『本居宣長事典』東京堂出版，2001年，
182頁。
59　簗瀬一雄「本居大平書簡集」（『愛知淑徳短期大学研究紀
要』26号）。
60　本居内遠『和歌の浦鶴抄』（旧版『本居宣長全集』第12巻『本
居内遠全集』吉川弘文館，1902年，255頁）。
61　岡中正行「本居大平とその周辺―大平の日記『時日弊之
表塗』」（『鈴屋学会報』第10号，平成５年）。
62　簗瀬一雄，注57に同じ。
63　『本居全集　首巻』昭和３年，本居清造編，吉川弘文館，
58頁。
64　本居大平『春の錦』国立国会図書館蔵。この時の上京紀
行が『春の錦』，伊勢紀行が『夏衣』である。
65　本居大平『春の錦』４丁。
66　渡辺浩「『道と雅び』（三）―宣長学と歌学派国学の政治
思想史的研究―（『国家学会雑誌』，88巻，３・４）。
67　本居大平『春の錦』４丁。
68　同上。７丁。正月の27日にも，「けふも一人二人千楯に
つきて名つきさしいて，をしへ子にといひ来るあり。一人
は池田薩摩介正韶といふ人にて主殿寮に仕うる大宮人なり，
今一人は松宮美濃守清雄といふ知恩院の宮の宮人なり」（９
丁）とある。
69　本居大平『夏衣』国立国会図書館蔵。
70　『京都の歴史』第六巻，1973年，577頁参照。
71　伊東多三郎『草莽の国学』真砂書房，1966年，221頁。
72　渡辺，注64参照。『学能広道』は「志美廼牟呂屋蔵版」
として文化14年に刊行されている。『国民道徳叢書』（黒川
真道他編，博文館，1912年）にも収録されている。
73　城戸千楯『学能広道』文化14年版本，岡山大学附属図書
館蔵。１～２丁。ルビは省略 ( 以下同様）。
74　渡辺，注64参照。城戸千楯については渡辺論文より多く
を学んでいる。
75　『学能広道』４丁～５丁。
76　同上，36丁。
77　同上，39丁。
78　同上，38丁。
79　篤胤入門によって羽田野は自らの学問の方向が定まった
ことを次のように述懐している。「伊吹舎の平田大人に名簿
を捧けて教子となりにし後は，其教の筋も同じければ弥々
歌文よみかく事をばふつにものせじと思ひ定めて，世の風
流士のともに，ひがものよとうとまるゝ身とハなりたるに
なん」（羽田野敬雄『栄樹園歌集親族吉凶之部』豊橋市立図
書館蔵）。
80　六人部是香『日中神事記』五色屋書房，1938年，24頁。
81　同上書，138頁。 
82　六人部是香『篶能玉籤』一之巻，10丁，安政２年（1855），
（豊橋市立中央図書館蔵・旧羽田八幡宮文庫蔵）。
83　渡邊，注16，65－96頁。
84　最近の研究では，中川和明が『平田国学の史的研究』（名
著刊行会，2012年）の第11章「文政六年上京一件と国学運
動―新史料『上京日記』を中心に」において，篤胤自筆の『上
京日記』によって，篤胤の活動を再考している。
85　渡邊，注16，65頁。
86　遠藤潤『平田国学と近世社会』ぺりかん社，2008年，105頁。
87　子安宣邦『平田篤胤の世界』ぺりかん社，2001年，246頁。
88　平田篤胤『霊の真柱』子安宣邦校注，岩波文庫，11－12頁。
89　子安，注87，246－250頁。
90　遠藤，注86，36頁。
91　宮城，注13，246頁。
92　『道之一言』嘉永六年刊，豊橋市立図書館蔵，旧羽田八
幡宮文庫蔵。なおこの『道之一言』は，安政６年に六人部
是香が同文庫に寄進したものであり，書物の裏表紙に「山
－ 11 －
六人部是香の国学学びにおける篤胤学の受容
城国乙訓郡向日郷　向日神社神主　六人部美濃守是香　文
庫預　羽田野常陸敬雄」の記載が見られる。
93　以下，篤胤の『上京日記』に基づく記述は，注84の中川
和明『平田国学の史的研究』の第11章による。
94　渡邊，注16，873頁。
95　『誓詞帳』巻１（『新修平田篤胤全集』別巻，平田篤胤全
集刊行会編，名著出版，1981年，28頁。
六人部是香の長歌集『篶廼木綿垂』二之巻（筆者架蔵）には，
「文政七年，平田息吹舎大人の都にのほり給ひし時，名簿
をささげて其教をうけつるとき，よみて奉れる歌」（下線筆
者）という詞書が見られ，誓詞帳とは異なる入門年が記さ
れている。
96　文政６年10月19日，六人部是香宛，篤胤書簡。渡邊，注
16，874頁。
97　原武史『＜出雲＞という思想』公人社，1996年，87頁参照。
原は同書において，篤胤が是香の文政3年（1820），22歳の
年に著した『学柱』と題した書を一読して是香の学識を高
く評価したと述べている。
